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御粽司川端道喜が見た京の歴史

入場
無料日時

会場 定員

平成２６年

京都商工会議所３階 講堂

プログラム

主　　　催 京都創生推進フォーラム　京都市
＜京都創生推進フォーラム運営委員会委員＞
京都商工会議所、(一社)京都経済同友会、（株）京都新聞社、(公社)京都市観光協会、(公財)京都市芸術文化協会、

(公財)大学コンソーシアム京都、(公財)京都市景観・まちづくりセンター、京都府、京都市、

(公財)京都文化交流コンベンションビューロー(事務局) 京都市中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル 5階 TEL.075-212-4540

（順不同）

■

京都創生百人委員会後　　　援■

◇趣旨説明　　「国家戦略としての京都創生」の取組について

◇講    演　　御粽司川端道喜が見た京の歴史

申込方法■ 電話か FAX、または電子メールで、　１１月２１日（金）までに、京都いつでもコール（京都市市政情報総合案内コール

センター）へお申し込みください。申込みの際には、①①催し名「第 22 回京都創生連続セミナー　御粽司 川端道
喜が見た京の歴史」、②郵便番号、 ③住所、 ④電話番号、⑤代表者氏名（ふりがな）、 ⑥同伴者全員の氏名（※団体で
お申し込みの場合）をお伝えください。お申込みいただいた方（団体の場合は代表者）へは、申込み締切日（１１月２１

日）以降に、当落に関わらず連絡ハガキを送付します。

※この個人情報は、本セミナーの運営以外には使用しません。

講  師　川端　知嘉子 氏（かわばた ちかこ） （御粽司川端道喜１６代代行）

（京都市中京区夷川上ル）

おんちまきしかわばたどうき

名◎地下鉄・烏丸線「丸太町駅」（南６番出口）から地階で直結
◎京都市バス、京都バス「烏丸丸太町」下車、烏丸通りを南へ約３分 ※事前申込みが必要です。（応募多数の場合は抽選）

月 日(土 )１２
２５０

６

　京都創生推進フォーラムと京都市では、歴史と伝統を受け継ぎながら、世界の人々を魅了し続ける京都を、未来に大切に

引き継いでいくために、皆ができることを考えるきっかけとなるよう、京都創生連続セミナーを開催しています。

今回は、粽の老舗「御粽司川端道喜」１６代代行の川端知嘉子氏を講師にお迎えし、室町末期から天皇が東京に移られるまで、

御所に出入りし朝食を献上し続けたお話や、　織田信長や豊臣秀吉、千利休らと初代道喜の関わり等、約５００年の歴史を持つ

「川端道喜」の興味深いエピソードを交えながら、粽づくりをはじめとする伝統文化の継承の難しさや意義についてお話し

いただきます。

京都市生まれ。京都市立芸術大学日本画専攻科を卒業後、同校非常勤講師を経て、神戸山手女子

短期大学（現：神戸山手短期大学）芸術科講師を務める。昭和６１年、御粽司川端道喜１６代と結婚。

平成１２年に１６代が病没した後は、　画業を続けながら、義母より和菓子作りを習い、１６代代行とし

て、粽や餅、菓子などの伝統的な製法の継承に取り組んでいる。創画会准会員。

１４：００～１６：００
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連絡ハガキ送付先住所（〒　　    -　　　　 ）
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【第２２回京都創生連続セミナー(12月6日)FAX応募用紙】

※かけ間違い等にご注意ください。

ごようはここ

075-661-5855FAX.

申込・問合せ先■ 【京都いつでもコール】

電子メール
電話番号 FAX番号

み な こ こ

075-661-3755
ごようはここ

075-661-5855
（ホームページの送信フォームをご利用ください） 京都いつでもコール または、

http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000012821.html

Sample


